
《 記 入 例 》 交通上支障となる箇所（位置図）令和 XX 年 4 月 1 日

○×小学校真 庭 市 長 様

〒 ７1X － 0XX1
<申請者>住　所 真庭市○△□２３４－２番地 ←至 □□◎ 国道○×○号線 ×□◎ 至→

株式会社 □△○建設
　代表取締役　申 請 四 郎

氏　名

ＴＥＬ ( XXXX ) 11 － 1111

道路交通規制の実施について（申請）

標記について下記のとおり交通規制をしたいのでご承認下さるよう申請します。 施工延長△△．△ｍ

道 路 の 種 類
及 び 路 線 名

市道○○線 工 事 名 称
( 行 事 名 称 )

市道○○線道路修繕工事 ◎◎公民館

位 置 真庭市 △△△地内 施 工 方 法 × ×請負 市道○○線

施 工 期 間
(自) 令和 XX 年 4 月 15 日

施 工 時 間
(自) 8 時 30 分

(至) 令和 XX 年 6 月 23 日 (至) 17 時 00 分

(自) 令和 XX 年 4 月 20 日
規 制 時 間

(自) 8 時 30 分

(至) 令和 XX 年 6 月 20 日 (至) 17 時 00 分

（内　　10　　日） (施工内容)

崩壊した道路擁壁（石積）を撤去し、現場打ちコンクリート擁
壁に改修する。

・工事（行事）施工の概要

(施工延長) Ｌ＝ △△．△ｍ
(使用幅員) Ｗ＝ ○○．○ｍ

(残 幅 員) Ｗ＝ □□．□ｍ

担 当 職 員
所 属： 真庭市建設 部 建設 課 □□商店

[担当者] TEL ( 0867 ) 42 - 5033

施 工 業 者
住 所：真庭市○△□234-2番地 県道◎◎線 ×□◎ 至→

業者名：株式会社□△○建設 [担当者] 建設 工次 TEL ( XXXX ) 11 - 1111
凡　例（朱書）

全面通行禁止

×

|×
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は

( 夜間は片側交互通行 )

禁止又は規制を
必要とする理由

掘削工で道路上に重機を設置する必要があるため、全面通行止とする。また、掘削により道
路幅員が狭小となるため、夜間の道路開放は片側交互通行となる。 交通上支障となる箇所（標準断面図）

迂回路又は替道 無 ( 通行可能車種 : 無し（夜間：全車種） ) 全幅：▽▽．▽ｍ
○○．○ｍ 残存幅：□□．□ｍ

標識設置 位置 標識設置時期 （作業時重機設置）別紙図面の通り 令和 XX 年 4 月 10 日

所轄警察署との
協 議 年 月 日

令和 XX 年 3 月 31 日 ( 申請 )
掘削

バ ス 路 線 水路有 バス会社名 ：○○バス、真庭市営バス、△△交通

規 制 期 間

道 路 交 通 に
対 す る 措 置
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※規制期間内の３週間程度
※時間外片側規制で道路開放

(市発注工事等の)請負の場合に記入

印

　この欄に記入例のように直接記入せず、位置図や断面図等の書類を別に用意
する場合は、「別紙のとおり」と記載してください。
　なお、添付いただく書類は、同じものを4部ご提出ください。

・申請者が、会社や団体等の場合は、会
社印(団体印)が必要です。
・申請者が個人の場合で、自署された場合
は押印不要です。


